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コクチバスを巡るいくつかの話題 

                                        森誠一・岐阜協立大学 

 自明ながら、生物種や生態系もまた国土環境の構成員である。この認識にたてば、それら

を保全・保存する営為は人々の公益性を高めることにつながる。これまでの大小の公共事業

がもたらした生物種の絶滅や減少が懸念される事態は、少なくとも事業本来の公益性の向上

という目的に背反する部分があることになる。しかし、この認識にはまだ不十分さがあり、

緊急的に整備され社会的価値としての確立が重要である。つまり、この認識の共有化・一般

化は、科学的・合理的根拠を踏まえたルールの合意によって保証され、そのルール化よって

万人に周知・啓発していくべきものである。その結果、自然環境の保全が公益として成立す

るものだろう。 

 近年、自然環境の保全に関わる事業や住民活動が、国民の環境意識の変容や国家戦略とし

ての「新・旧生物多様性国家戦略（1995、2002）」および国・地方自治体行政の施策などにも

反映されるように、広く多方面で評価され注目されている。その後 2005年の「特定外来生物

による生態系等に係る被害の防止に関する法律」が施行されるなど、外来種問題の重要性お

よび緊急性は、さまざまな場面で指摘・認識され、人々の関心はいっそう高まっている。例

えば、河川・水路および湖沼に生息する水生生物の生息保全のため、河川形状、護岸、ダム・

堰などにおける土木事業や、取水・排水による水質・水量に関する法律などにおいても一定

の配慮がされるようになった。 

 しかしながら、そうした四半期にわたって物理的・化学的な環境悪化への配慮がなされて

はいるものの、魚類をはじめ淡水生物の減少速度は遅くなったとは思えない状況にある。し

かも、特に 1980年代以降、ブラックバスを中心とする魚食性外来魚類の全国への分布拡大と

いう生物的環境の悪化によって、その減少はむしろ深刻化している。今回の本発表において、

深刻化の一要因であるコクチバスを巡る以下３点の周辺状況を中心に報告する。  

  １．2006年、長良川水系（伊自良湖）におけるコクチバス等外来魚の対策 

  ２．国指定天然記念物“イトヨ生息地 本願清水”におけるコクチバス放流事件の顛末 

  ３．日本魚類学会の河川管理者(国交省等)への要望書 

 

 
      

          （伊自良湖採取：2006年 4月）          （本願清水イトヨの里、左右にイトヨ：2018年 9月）  
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